災害時における救援物資提供に関する協定書
 下野市（以下、「甲」という。）と　　　　　　　　　　　（以下、「乙」という。）とは、災害時における救援物資提供について、次のとおり協定を締結する。
（目的）
第１条　この協定は、甲乙間で令和５（2023）年２月２２日付締結の、自動販売機設置に係る市有財産賃貸借契約書に基づき、次の設置場所に設置している災害対応型自動販売機（以下、「自販機」という。）による、災害時における救援物資提供に関する乙の甲に対する協力について、必要事項を定めることを目的とする。
（協力内容）
第２条　甲の所在地を管轄する行政区域に、災害対策基本法等、国または地方公共団体が定める法令に基づき災害対策本部が設置された場合、乙は、甲の管理する場所に設置した自販機の機内在庫飲料水を甲に無償で提供する。

なお、乙において直接提供することが困難なときは、甲は、乙から借り受けた以下の鍵を利用し自ら自販機の機内在庫飲料水を搬出することができるものとする。
	設置場所
	所在地
	鍵番号
	機種名

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	


（鍵の管理）
第３条　甲は、乙から借り受けた自販機の鍵を善良な管理者の注意義務をもって保管するものとし、万一紛失または盗難にあった場合は、直ちに乙に連絡するものとする。

（契約の範囲）
第４条　甲は、災害時における飲料提供であることを鑑み、乙が不可抗力等により本協定を履行できない場合であっても、乙に対し責任を問わないものとする。
（有効期間）
第５条　この協定の有効期間は、令和５（2023）年４月１日から令和１０（2028）年３月３１日までとする。
(協議)

第６条
　本協定に定めのない事項、または本協定の条項の解釈に疑義が生じた場合には、甲乙協議の上これを決定する。

本協定締結の証として本書２通を作成し、甲乙記名押印の上それぞれ１通を保有する。


令和５（2023）年２月２２日

　　　　　　　　　　　　　　　　　甲　　栃木県下野市笹原２６番地

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下野市　下野市長　坂村　哲也
　　　　　　　　　　　　　乙
